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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年 5 月 11 日付「平成 24 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」

にて公表いたしました平成 25年 3月期第 2四半期累計期間（平成 24年 4月 1日～平成 24年 9月 30 日）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 25 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 24 年 4 月 1日～平成 24 年 9 月 30 日）業績予想の修正 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） 

 

２，８５５ ５０ ６５

 

４０ 

円  銭

４．６２

今回修正（Ｂ） ３，１４４ １３２ １５３ ８８ １０．２２

増減額（Ｂ－Ａ） ２８９ ８２ ８８ ４８ 

増減率（％） １０．１ １６４．０ １３５．４ １２０．０ 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） ２，６７１ ３４ ５５ ２７ ３．２３

 

２．業績修正の理由 

（１）第２四半期累計期間 
各セグメントの売上が年初の計画を上回る進捗に加え、経費の見直し等による努力の結果、売上高、

営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回予想を上回る見通しとなりました。それぞれの要因に

つきましては次のとおりであります。 

 コンサルティング事業 

主力の経営協力が年初の計画よりも好調に推移した結果であります。 

 ネットワーク事業 

提携先等からのスポット売上が年初の計画よりも好調に推移した結果であります。 

 セールスプロモーション事業 

顧客企業の販促予算の拡大もあり、大きなロット案件の提案機会が増える等、好調な受注状況

が続き、年初の計画よりも好調に推移した結果であります。 

 経費等 

継続的な固定費（販管費）の圧縮による経費削減により、営業利益、経常利益、四半期純利益

が計画より上回る見通しであります。 
（２）通期 
通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の決算発表時にお知らせいたします。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


